
 

 

令和７年度 

 

 

「運営に関する計画」 

 

最終反省 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大阪市立北稜中学校 

令和８年２月 

 



（様式１） 

大阪市立北稜中学校 令和７年度 運営に関する計画・自己評価（総括シート） 

  

１ 学校運営の中期目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現状と課題 

・令和６年度の全国学力学習状況調査 における「いじめはどんな理由があっても    

いけないことだと思いますか」の質問に対して、最も肯定的な「思う」と回答した   

生徒の割合は 69.1％であった。 

・令和６年度の校内調査において、不登校生徒の在籍生徒に対する比率は、7.8％で   

あった。 

・令和６年度の全国学力学習状況調査における「学級の生徒との間で話し合う活動を   

通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができていますか」の質問に      

対して、最も肯定的な「思う」と回答する生徒の割合は 34.1％であった。 

・令和６年度の中学生チャレンジテストにおける国語の平均点の対府比は、現２年生が

1.16、現３年生が 1.16 で、数学の平均点の対府比は現２年生が 1.13、現３年生が

1.27 であった。 

・令和６年度の大阪市英語力調査におけるＣＥＦＲ  Ａ１レベル相当以上の英語力を 

有する中学３年生の割合は、87.9％であった。 

・令和６年度の全国体力・運動能力、運動習慣調査における「運動（体を動かす遊びを

含む）やスポーツをすることは好きですか」の質問に対して、最も肯定的な「好き」

と回答する生徒の割合は、62％であった。 

・令和６年度の校内調査における「ＩＣＴ機器を活用した授業はわかりやすい」の      

質問について、肯定的に答えた生徒の割合は 88％であった。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中期目標 

【安全・安心な教育の推進】 

・全国学力学習状況調査における「いじめは、どんな理由があってもいけないことだと

思いますか」に対して、最も肯定的な「思う」と回答する生徒の割合を 80％以上に    

する。 

・年度末の校内調査において、不登校生徒の在籍比率を前年度より減少させる。 

・年度末の校内調査において、前年度不登校生徒の改善の割合を増加させる。 

 

【未来を切り拓く学力・体力の向上】 

・全国学力学習状況調査における「学級の生徒との間で話し合う活動を通じて、自分の

考えを深めたり、広げたりすることができていますか」に対して、最も肯定的な     

「思う」と回答する生徒の割合を 30％以上にする。 

・中学校チャレンジテストにおける国語および数学の平均点の対府比について、     

いずれの学年も 1.20 以上を達成する。 

・大阪市英語力調査におけるＣＥＦＲ Ａ１レベル相当以上の英語力を有する        中学

３年生の割合（４技能）を 85％以上にする。 

・年度末の校内調査における「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをすることは

好きですか」に対して、最も肯定的な「好き」を回答する生徒の割合を 55％以上に    

する。 

 

【学びを支える教育環境の充実】 

・校内調査における「ＩＣＴ機器を活用した授業はわかりやすいですか」に対して、     

肯定的に回答する生徒の割合を 85％以上とする。 

・夏期休業中に５日、冬期休業中に２日間の学校閉庁日を設けることで、教職員の      

年休取得率を高める。 

 



２ 中期目標の達成に向けた年度目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【安全・安心な教育の推進】 

・全国学力学習状況調査における「いじめは、どんな理由があってもいけないことだと

思いますか」に対して、最も肯定的な「思う」と回答する生徒の割合を 75％以上に    

する。 

・年度末の校内調査において、不登校生徒の在籍比率を前年度より減少させる。 

・年度末の校内調査において、前年度不登校生徒の改善の割合を増加させる。 

 

学校の独自設定  

・生徒アンケートにおける「学校での毎日が楽しい」の項目について、肯定的に答える

生徒の割合を 85％以上かつ、「よくあてはまる」と答える生徒の割合を 45％以上と  

する。 

 

【未来を切り拓く学力・体力の向上】 

・生徒アンケートにおける「授業で自分の考えをまとめたり発表することがある」の  

項目に対して、最も肯定的な「よくあてはまる」と回答する生徒の割合を、50％以上

にする。 

・中学校チャレンジテストにおける国語および数学の平均点の対府比を、同一母集団に

おいて経年的に比較し、いずれの学年も前年度より 0.04 ポイント向上させる。 

・ 大 阪 市 英 語 力 調 査 に お け る Ｃ Ｅ Ｆ Ｒ  Ａ １ レ ベ ル 相 当 以 上 の 英 語 力 を 有 す る    

中学３年生の割合（４技能）を 80％以上にする。 

・年度末の校内調査における「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをすることは

好きですか」に対して、最も肯定的な「好き」を回答する生徒の割合を 53％以上に    

する。 

 

学校の独自設定  

・生徒アンケートにおける「先生は、教え方をいろいろ工夫している」の項目につい

て、肯定的に答える生徒の割合を 90％以上かつ、「よくあてはまる」と答える生徒の

割合を 50％以上とする。 

 

【学びを支える教育環境の充実】 

・授業日において、生徒の８割以上が学習者用端末を活用した日数が、年間授業日の 50％  

以上にする。（ただし、事務局が定める学校行事等 ICT 活用が適さない日数を除く） 

・校内調査における「ＩＣＴ機器を活用した授業はわかりやすいですか」に対して、   

肯定的に回答する生徒の割合を 85％以上とする。 

・夏期休業中に５日、冬期休業中に２日間の学校閉庁日を設けることで、教職員の    

年休取得率を高める。 

 



３ 本年度の自己評価結果の総括 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○令和７年度の全国学力学習状況調査における「いじめはどんな理由があっても   

いけないことだと思いますか」の質問に対して、最も肯定的な「思う」と回答した    

生徒の割合は 81.8％(R6:69.1%)であった。なお、肯定的な回答をした生徒の割合が

98.6％であった。次年度も道徳をはじめ全ての教育活動を通して、いじめが絶対に  

いけないことであることを理解させたい。 

○令和 7 年度の校内調査において、不登校生徒数は１年が 7 名、２年 5 名、３年 10 名

で、不登校生徒の在籍生徒に対する比率は 4.8％(R6:7.8%)で改善されたが、依然とし

て 大きな課題である。 

○令和 7 年度の校内調査において、前年度不登校生徒２０名のうち１０名の改善が  

あった。 

○生徒アンケートにおける「学校での毎日が楽しい」の項目について、今年度は「学校

行事は楽しみで、自分の力を発揮できている」の項目に置き換えて分析する。肯定的

に答えた生徒の割合は 93.3％であった。内、「よくあてはまる」と答えた生徒の割合

は 59％であった。大部分の生徒が学校行事を楽しみに前向きに取り組んでいる。 

○中学生チャレンジテストにおける、中３生の国語および数学の平均点の対府比の変化

は、国語 1.16(R6)→1.11(R7)  数学 1.27(R6)→1.16(R7)と昨年を少し下回った。  

どちらの教科も、目標値である「0.04 ポイント向上」は達成できなかったが、     

ほとんどの生徒は進路選択に向け意識を高めている。 

○大阪市英語力調査におけるＣＥＦＲ  Ａ１レベル相当以上の英語力を有する中学  

３年生の割合（４技能）は、94％で英語学習での意識の高さがうかがえる。 

○生徒アンケートにおける「先生は、教え方をいろいろ工夫している」の項目に対し

て、肯定的に回答した生徒の割合は 94.0％で、そのうち「よくあてはまる」と回答し

た  のは 43.8％だった。目標値の「肯定的 90％以上かつ、最肯定 50％以上」は達

成    できなかった。 

○校内調査における「ＩＣＴ機器を活用した授業はわかりやすいですか」に対して、  

肯定的に回答する生徒の割合は 88％(Ｒ６：88％)で高い数値となり、さらなる研究の

推進が必要である。 

○学校閉庁日やノー残業デイの取り組み、およびテレワークの活用により、教職員の  

意識改革が進んでいる一方、超過勤務が昨年度と比較し減少しているが、じゅうぶん

に減少しないのが現状である。文部科学省が指示する施策に対応するために労力を  

費やされることも多々ある現状、校務における合理化を図り、働き方改革を進めて   

いく必要がある。 



(様式２) 

大阪市立北稜中学校 令和７年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

 

 

 

年度目標 
達成

状況 

【安全・安心な教育の推進】 

・全国学力学習状況調査における「いじめは、どんな理由があってもいけないこと

だと思いますか」に対して、最も肯定的な「思う」と回答する生徒の割合を

75％以上にする。 

・年度末の校内調査において、不登校生徒の在籍比率を前年度より減少させる。 

・年度末の校内調査において、前年度不登校生徒の改善の割合を増加させる。 

学校の独自設定  

・生徒アンケートにおける「学校での毎日が楽しい」の項目について、肯定的に      

答える生徒の割合を 85％以上かつ、「よくあてはまる」と答える生徒の割合を

45％以上とする。 

B 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進 捗

状況 

取組内容①【(1)安全・安心な教育環境の実現】 

 不登校対策の一方策としてのリソースルームを利用している生徒にとって、  

『安心できる居場所』であるための物品を整備するとともに、インクルーシブ   

教育の推進を図る。   
B 

指標  

不登校傾向にある生徒の登校状況を改善する。 

取組内容②【(2)豊かな心の育成】 

 「いじめは人間として絶対に許されない」との強い認識のもと、道徳教育はじ

め、あらゆる教育活動を通して個性や差異を尊重する態度を育てる教育を推進す

る。              
B 

指標 

「いのちについて考える日」を設け、各学年で自他のいのちを大切にするための

取り組みを、昨年度からブラッシュアップした状態で行う。 

 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 



取組内容③【(1)安全・安心な教育環境の実現】 

 教育相談（個人面談）・いじめアンケート等により、個々の生徒の現状を把握す

るとともに、ＳＳＷやスクールカウンセラー等関係諸機関との連携を綿密に行い、  

スクリーニング会議を充実させる。 
B 

指標 

いじめアンケートを各学期に１回、教育相談を年に２回行う。 

スクリーニング会議Ｉを毎月、会議 II は学期に１回行う。 

 

取組内容④【(1)安全・安心な教育環境の実現】 

泊をともなう行事における生徒の健康面（感染病・食物アレルギー・怪我等）の

安全を確保する。 

 

Ｃ 

 

 
指標 

 泊行事への看護師の派遣を要請する。 

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

年度目標について 

・令和７年度の全国学力学習状況調査における「いじめはどんな理由があってもいけない

ことだと思いますか」の質問に対して、最も肯定的な「思う」と回答した生徒の割合は

81.8％(R6:69.1%)であった。なお、肯定的な回答をした生徒の割合が 98.6％であった。

次年度も全ての教育活動を通して、いじめが絶対にいけないことであることを理解  

させたい。 

・令和 7 年度の校内調査において、不登校生徒数は１年が 7 名、２年 5 名、３年 10 名

で、不登校生徒の在籍生徒に対する比率は 4.8％(R6:7.8%)であった。 

・令和 7 年度の校内調査において、前年度不登校生徒２０名のうち１０名の改善があっ

た。 

 

学校の独自設定 

・生徒アンケートにおける「学校での毎日が楽しい」の項目について、今年度は「学校   

行事は楽しみで、自分の力を発揮できている」の項目に置き換えて分析する。肯定的に   

答えた生徒の割合は 93.3％であった。内、「よくあてはまる」と答えた生徒の割合は

59％であった。 

 

取組内容について 

① 不登校傾向にある生徒を中心に、学校の居場所としてリソースルームの利用による、 

登校支援を行うことができた。利用している生徒の情報共有も全教職員間で行って  

いる。また不登校支援についての教職員研修を実施し、多様な生徒支援の在り方に  

ついて理解を深めることができた。 

② 本校独自の「いじめ・いのちについて考える日」を設け、1 学期間に３回、独自の教材

を用いて生命尊重について考えを深める道徳授業を行った。 



③ 「こころの天気」を活用し、生徒の毎日の心的状況の把握に努めている。長期休業中   

においては学習者用端末を自宅に持ち帰らせることで、休業中にも相談申告機能を利用

できるようにした。いじめアンケートについては各学期に 1 回実施し、スクリーニン

グ会議については、Ⅰ、Ⅱともに計画通り実施することができている。 

④ １年生の宿泊行事が、関西万博の影響でバスの予約が困難だったため、来年度への延期

となった。来年度実施予定。 

次年度への改善点 

・リソースルームの活用については、利用生徒がそれぞれの目標にむけて充実した活動が

行えるように運営を進めていく必要がある。 

・いじめについては、絶対に許されないことであるという強い前提のもと、教育活動に  

おいて、いじめ未然防止について学習する機会を設ける必要がある。 

・教職員研修を定例化し、教職員の不登校傾向にある生徒への理解を深め教育支援に   

つなげていく必要がある。 

・「いじめ・いのちについて考える日」の取り組みは各学年に合わせた独自教材はある   

ものの、その時の学年の状況等に合わせて教材内容を必要に応じてブラッシュアップ  

してからの実践が求められる。 



(様式２) 

大阪市立北稜中学校 令和７年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

 

 

 

年度目標 
達成

状況 

【未来を切り拓く学力・体力の向上】 

・生徒アンケートにおける「授業で自分の考えをまとめたり発表することがある」

の項目に対して、最も肯定的な「よくあてはまる」と回答する生徒の割合を、    

50％以上にする。 

・中学生チャレンジテストにおける国語および数学の平均点の対府比を、         同

一母集団において経年的に比較し、いずれの学年も前年度より 0.04 ポイント  向

上させる。 

・大阪市英語力調査におけるＣＥＦＲ Ａ１レベル相当以上の英語力を有する    中

学３年生の割合（４技能）を 80％以上にする。 

・年度末の校内調査における「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツを         

することは好きですか」に対して、最も肯定的な「好き」を回答する生徒の       

割合を 53％以上にする。 

 

学校の独自設定  

・生徒アンケートにおける「先生は、教え方をいろいろ工夫している」の項目に    

ついて、肯定的に答える生徒の割合を 90％以上かつ、「よくあてはまる」と答え

る生徒の割合を 50％以上とする。 

B 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進 捗

状況 

取組内容⑤【(4)誰一人取り残さない学力の向上】 

  言語活動の充実を図るため、図書室の学習環境の整備を行う。 
B 

指標 

図書室の来館者数を前年度より増加させる。 

取組内容⑥【(5)健やかな体の育成】 

 体力向上に向けた取り組みを推進するため、体育用具の整備を行う。          
B 

指標 

全国体力、運動能力・運動習慣等調査における体力合計点を全国平均以上にす

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 



る。 

取組内容⑦【(4)誰一人取り残さない学力の向上】 

 数学・理科・英語の３教科において、習熟度に応じた授業を実践する。       

C 
指標 

 上記３教科のチャレンジテスト（plus）において、正答率が 20％に満たない   

生徒の割合を、同一母集団において経年的に比較し、前年度より減少させる。 

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

年度目標について 

・生徒アンケートにおける「授業で自分の考えをまとめたり発表することがある」の項目

に対して、最も肯定的な「よくあてはまる」と回答した生徒の割合は、51.3%だった。 

 目標値の「50％以上」を達成した。 

・中学生チャレンジテストにおける、中３生の国語および数学の平均点の対府比の変化

は、 

 国語 1.16(R6)→1.11(R7) 数学 1.27(R6)→1.16(R7)だった。 

 どちらの教科も、目標値である「0.04 ポイント向上」は達成できなかった。 

・大阪市英語力調査におけるＣＥＦＲ Ａ１レベル相当以上の英語力を有する中学３年生

の割合（４技能）は、94％だった。目標値の「80％以上」を上回った。 

・年度末の校内調査における「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをすることは   

好きですか」に対して、最も肯定的な「好き」を回答した生徒の割合は 51.5％だった。 

 目標値の「53％以上」をわずかに下回った。 

 

学校の独自設定について 

・生徒アンケートにおける「先生は、教え方をいろいろ工夫している」の項目に対して、

肯定的に回答した生徒の割合は 94.0％で、そのうち「よくあてはまる」と回答したのは 

 43.8％だった。目標値の「肯定的 90％以上かつ、最肯定 50％以上」は達成できなかっ

た。 

 

取組内容⑤について 

今年度 12 月末までの来館者延べ人数は２７６１名。昨年度の２６３５名から２７６１

名（＋１２６名）に来館者数が増加した。元気アップさんのおみくじイベントやクイズ

大会、図書館司書の仲さんによるブックフェスタ等、生徒が興味関心を持つイベントを

行い来館者数が増加したと考える。 

取組内容⑥について 

体育大会に向けてグランドの整備を実施した。また、跳び箱の張替えなど必要な補修や 

物品の購入を行い、体力向上に向けて整備を行った。 

全国体力、運動能力・運動習慣等調査における体力合計点は男子が全国平均 50 点に   

対して 47.1 点。女子が全国平均 50 点に対して 48.5 点と下回った。 



取組内容⑦について 

 英語科で 12 月に習熟度別授業を実施し、少人数クラスでの授業を行った。 

 チャレンジテストの指標に関して、中３生の正答率が 20％に満たない生徒の割合は、 

数学 1％(R6)→2％(R7) 理科 2％(R6)→8%(R7) 英語 1%(R6)→5%(R7) であった。 

いずれも前年度より減少させることができなかった。それぞれの教科に対して 

困り感のある生徒が増えていることが分かる結果となった。 

次年度への改善点 

 目標値を達成できなかったものもあったが、生徒アンケートの授業に関する項目の  

肯定的回答は高水準であり、チャレンジテストの結果を見ても大阪府平均と比べて高い

学力を身に着けている生徒が多いことがわかる。 

一方で、特定の教科に対して苦手意識を持ち、思うように理解が進んでいない生徒も 

 一定数いることが分かる。一人ひとりに合わせたきめ細かい指導を次年度以降も継続し、

「誰一人取り残さない学力の向上」を目指して授業を計画していく。 



(様式２) 

大阪市立北稜中学校 令和７年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

 

 

 

年度目標 
達成

状況 

【学びを支える教育環境の充実】 

・授業日において、生徒の８割以上が学習者用端末を活用した日数が、年間授業日の 

50％以上にする。（ただし、事務局が定める学校行事等 ICT 活用が適さない日数を除

く） 

・校内調査における「ＩＣＴ機器を活用した授業はわかりやすいですか」に対し

て、肯定的に回答する生徒の割合を 85％以上とする。 

・夏期休業中に５日、冬期休業中に２日間の学校閉庁日を設けることで、教職員の

年休取得率を高める。年次有給休暇を 10 日以上取得する教職員の割合を 77%以

上にする。 

B 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進 捗

状況 

取組内容⑧【(6)教育ＤＸ（デジタルトランスメーション）の推進】 

 ＩＣＴを活用した教育を推進するため、デジタル教材やデータを用いた個に  

応じた学習を促進する。 

B 指標 

 授業日において、生徒の８割以上が学習者用端末を活用した日数が、年間授業日の

50％以上にする。（ただし、事務局が定める学校行事等 ICT 活用が適さない日数を除

く） 

取組内容⑨【(7)人材の確保・育成としなやかな組織づくり】 

 生徒の安心・安全を守る教員の資質を高める。 
B 

指標 

 安心・安全を守る教員の資質を高める研修を実施する。 

取組内容⑩【(7)人材の確保・育成としなやかな組織づくり】 

 「ノー残業デイ」の定着等の取り組みにより、職場環境の充実を図る。 

B 

指標 

 夏季休業中に 5 日、冬季休業中に 2 日間の学校閉庁日を設定する。 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 



「弾力的運用」を小学校と調整し活用する。 

 部活動の完全下校時刻見直しの検討を行う。 

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

取組内容⑧について【ICT 担当】 

12 月時点での累計は 78.2%と高い水準を維持している。「毎日使うこと」を当たり前と  

して、家庭で充電し、学校と家庭の両方で使うことをこれからも促進したい。 

取組内容⑨について【健教部】 

初任・転任者を対象としたエピペン研修を実施、今後はアレルギー対応システムの導入

に伴う研修などを検討している。引き続き、安心・安全を守るための研修を継続してい

く。 

取組内容⑩について【管理職】 

・夏季休業中に５日、冬季休業中に２日学校閉庁日を設け、テレワークの有効活用と      

ともに教職員の年次有給休暇の取得を進めた。 

・ずらし勤務の推奨・代休の設定・活用により、教職員の時間外勤務時間の削減を     

行ってきた。少しずつ定着してきており、教職員の時間外勤務時間の削減につながって

いる。 

・ノー残業デイを設定しているものの効果が表れているとは言いにくい結果である。   

今後はさらなる定着のための工夫が必要である。 

次年度への改善点 

・今後も定期的に研修を実施し、安心・安全を守るための教員の資質の向上に努めたい。 

・教職員の「働き方改革」が進められている中、教職員の意識改革をどのように図るかは

大きな課題である。それに伴い、行事の精選や会議日時の設定、カリキュラムの変更を

検討していく必要がある。 

 



 

(様式３) 

令和７年度  学校関係者評価報告書 
 

 大阪市立北稜中学校協議会 

１ 総括についての評価 

 

 

 

 

 

 

２ 年度目標（全市共通・学校園）ごとの評価 
 

年度目標：【安全・安心な教育の推進】いじめ最肯定 75％以上、不登校比率の改善、前

年度不登校生徒の改善増 
 いじめに関する最肯定回答が 81.8％と目標の 75％を大きく上回り、肯定的回答が 98.6％に達

したことは、道徳教育や「いじめ・いのちについて考える日」の取組の成果である。不登校比率

が 7.8％から 4.8％へ改善され、前年度不登校 20 名中 10 名の改善があったことは、リソースル

ームの運営やスクリーニング会議の充実によるものと評価できる。学校行事の肯定的回答 93.3％

は、生徒の学校生活への満足度の高さを示している。今後も不登校対策の一層の充実を期待す

る。 

年度目標：【未来を切り拓く学力・体力の向上】【学びを支える教育環境の充実】 
 英語力調査の A1 レベル以上 94％、「授業で自分の考えをまとめたり発表」の最肯定 51.3％

等、多くの指標で目標を達成した。一方、チャレンジテストの対府比は国語・数学ともに低下

し、正答率 20％未満の生徒が増加した。ICT 活用は高水準を維持している。働き方改革は意識改

革が進む一方、超過勤務の十分な削減には至っておらず、引き続きの取組が必要である。  

 全体として、安全・安心な教育の推進、学力・体力の向上、教育環境の充実のいずれの柱にお

いても、学校は計画的かつ組織的に取り組んでいる。特に、いじめ未然防止のための独自教材の

開発や、不登校支援におけるリソースルームの活用、「こころの天気」を通じた生徒理解など、

独自性のある取組が多く見られる点を評価したい。 

 一方、チャレンジテストの対府比の低下や、特定教科に苦手意識を持つ生徒の増加は懸念され

る。習熟度別授業の拡充や、個々の生徒の学習状況に応じたきめ細かな指導を一層充実させてい

ただきたい。 

 働き方改革については、学校閉庁日の設定やテレワークの活用など制度面での整備は進んでい

るが、超過勤務の実質的な削減にはさらなる工夫が必要である。行事の精選や校務の合理化を通

じて、教職員が生徒と向き合う時間を確保できる体制づくりを期待する。  

 地域や保護者との連携を引き続き大切にし、「明日も来たくなる学校」の実現に向けて、次年

度も継続的な改善を期待する。 

 

３ 今後の学校園の運営についての意見 

 

 

 

 令和７年度の学校運営について、自己評価結果をもとに協議会として評価を行った。いじめに

関する調査では最肯定「思う」が 81.8％と大幅に向上し、不登校比率も 7.8％から 4.8％へ改善

された。英語力調査では A1 レベル以上が 94％と目標を大きく上回る等、多くの取組において成

果が見られた。全体として、安全・安心な学校づくりと学力向上の両軸で着実に前進しており、

学校の取組姿勢を高く評価する。今後は、チャレンジテストで苦戦した層へのきめ細かな支援

や、働き方改革の実質的な推進に期待したい。 

 学校が掲げる「明日も来たくなる学校」の実現に向け、以下の点について継続的な取組を期待

する。不登校対策においては、リソースルームの運営をさらに充実させ、生徒一人ひとりの目標

に対応した支援を行っていただきたい。学力面では、苦手意識を持つ生徒への個別最適化された

学習支援を強化し、「誰一人取り残さない」理念を具体化していただきたい。教職員の働き方改

革については、制度の整備にとどまらず、校務の合理化や行事の精選を通じて実質的な効果を上

げていただきたい。 


